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秀
吉
の
再
評
価
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
日
本

一
五
九
二
年
か
ら
前
後
七
年
に
及
ん
だ

朝
鮮
出
兵
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々
の

心
に
深
い
負
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
を
刻
み
込

ん
だ
豊
臣
秀
吉
。

秀
吉
は
没
後
、
朝
廷
か
ら
豊
国
大
明
神

の
神
号
を
与
え
ら
れ
、
神
と
し
て
神
社
に

祀
ら
れ
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
な
る
と
幕
府
の
意

向
に
よ
り
神
号
は
剥
奪
さ
れ
、
神
社
も
廃

絶
と
な
っ
た
。

惟杏永哲賛「豊国大明神像」(慶長5年(1600))



秀
吉
の
再
評
価
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
日
本

〔
解
説
〕

と
こ
ろ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
秀
吉
は
、

「
皇
威
を
海
外
に
宣
べ
、
数
百
年
の
後
、

猶
も
彼(

中
国
や
朝
鮮
を
指
す)

を
し
て
寒
心

せ
し
む
。
そ
の
国
家
に
大
勲
功
あ
る
、
今

古
に
超
越
す
る
」
＊

と
再
評
価
さ
れ
、
耳
塚

の
向
か
い
に
神
社
が
再
建
さ
れ
た
。

＊
『
御
親
征
行
幸
中
行
在
処
日
誌
』
第
七
号

(

『
維
新
日
誌
』
巻
二
所
収)

京都・豊国神社



耳塚の解説文（京都市史跡方広寺石塁および石塔）

耳塚
豊国神社



耳塚（鼻塚）
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第一節 帝国主義時代の日本



日
本
の
帝
国
主
義
と
植
民
地
支
配

欧
米
列
強
に
倣
い
、
い
ち
早
く
近
代
化

を
実
現
し
た
日
本
は
、
日
清
、
日
露
と
続

く
戦
争
に
よ
り
、
台
湾
や
朝
鮮
半
島
を
版

図
に
収
め
、
植
民
地
支
配
を
進
め
て
い
っ

た
。

1895年、日清戦争後の下関条約で
日本に割譲

1910年「韓国併合に関する条約」
により日本に併合



NHK「映像の世紀 JAPAN」より



釜山鎮殉節図

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

〔
解
説
〕

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
映
像
の
世
紀
」
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
で

の
ち
初
代
首
相
と
な
る
ネ
ル
ー
は
、
十
五

歳
の
と
き
、
日
露
戦
争
で
の
日
本
の
勝
利

に
大
き
な
感
銘
を
受
け
る
。

一
九
三
二
年
、
独
立
運
動
で
収
監
さ
れ

た
ネ
ル
ー
は
、
同
じ
く
十
五
歳
に
な
っ
た

娘
イ
ン
デ
ィ
ラ
に
手
紙
（
十
二
月
二
九
日

付
）
を
送
り
、
当
時
の
感
銘
を
語
っ
て
い

る
。



釜山鎮殉節図

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

「
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
本
の
勝
利
は
、

ア
ジ
ア
の
す
べ
て
の
国
ぐ
に
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
わ
た
し
は
少
年
時
代
、
ど

ん
な
に
そ
れ
に
感
激
し
た
か
を
、
お
ま
え

に
よ
く
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
だ
。

た
く
さ
ん
の
ア
ジ
ア
の
少
年
、
少
女
、
そ

し
て
大
人
が
、
同
じ
感
激
を
経
験
し
た
」

ネ
ル
ー
「
日
本
の
勝
利
」(

一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
九
日)

～
『
父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
』(

大
山
聡
訳
、

み
す
ず
書
房
、
第
三
巻
二
二
一
頁)
よ
り



釜山鎮殉節図

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
大
強
国
は
敗
れ
た
。

だ
と
す
れ
ば
ア
ジ
ア
は
、
そ
の
む
か
し
、

し
ば
し
ば
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
い
ま
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
打
ち
破
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
い
っ
そ
う
急
速
に

東
方
諸
国
に
ひ
ろ
が
り
、
『
ア
ジ
ア
人
の

ア
ジ
ア
』
の
叫
び
が
起
こ
っ
た
。
」

ネ
ル
ー
「
日
本
の
勝
利
」(

一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
九
日)

～
『
父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
』(

大
山
聡
訳
、

み
す
ず
書
房
、
第
三
巻
二
二
一
頁)

よ
り



釜山鎮殉節図

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

〔
解
説
〕

し
か
し
、
ネ
ル
ー
が
受
け
た
感
銘
は
、

や
が
て
失
望
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

娘
イ
ン
デ
ィ
ラ
へ
の
翌
十
二
月
三
十
日

付
の
手
紙
で
は
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
欧
米

列
強
に
伍
す
よ
う
に
な
っ
た
日
本
が
、
ア

ジ
ア
の
人
々
の
期
待
を
裏
切
り
、
少
数
の

侵
略
的
帝
国
主
義
諸
国
の
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
い
っ
た
こ
と
へ
の
失
望
感
を
語
っ

て
い
る
。



釜山鎮殉節図

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
家
が
見
た
日
本

「
日
本
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
勝
利
が
ど
れ

ほ
ど
ア
ジ
ア
の
諸
国
民
を
よ
ろ
こ
ば
せ
、

こ
お
ど
り
さ
せ
た
か
と
い
う
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
見
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
の
成
果
は
、
少

数
の
侵
略
的
帝
国
主
義
諸
国
の
グ
ル
ー
プ

に
も
う
一
国
を
付
け
加
え
た
と
い
う
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
」

ネ
ル
ー
「
中
華
民
国
」(

一
九
三
二
年
十
二
月
三
十
日)

～
『
父
が
子
に
語
る
世
界
歴
史
』(

大
山
聡
訳
、

み
す
ず
書
房
、
第
三
巻
二
二
三
頁)

よ
り



写
真
は
一
九
一
九
年(

大
正
八
年)

に
発

行
さ
れ
た
尋
常
小
学
校
の
地
理
の
教
科
書

で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
日
本
は
ど
の
よ
う

な
国
と
書
か
れ
て
い
る
か
？

①
天
皇
を
中
心
と
す
る
万
世
一
系
の
単

一
民
族
国
家

②
多
く
の
民
族
が
と
も
に
暮
ら
す
多
民

族
国
家

Q



多
民
族
国
家
日
本

「(
わ
が
国
は)

国
民
の
大
多
数
は
大
和
民

族
に
し
て
、
其
の
数
五
千
四
百
余
万
に
及

ぶ
。
其
の
他
、
朝
鮮
に
は
約
一
千
六
百
万

の
朝
鮮
人
あ
り
、
台
湾
に
は
十
余
万
の
土

人
と
支
那
よ
り
移
り
住
め
る
三
百
余
万
の

支
那
民
族
と
あ
り
。
又
北
海
道
に
は
ア
イ

ヌ
、
樺
太
に
は
ア
イ
ヌ
其
の
他
の
土
人
あ

り
。
民
族
は
相
異
な
れ
ど
も
、
ひ
と
し
く

忠
良
な
る
帝
国
の
臣
民
た
り
。
」

文
部
省
『
尋
常
小
學
地
理
書
・
巻
一
』

(

一
九
一
九
年
発
行)



一
九
二
三
年
、
日
本
を
襲
っ
た
あ
る
大

事
件
が
、
植
民
地
政
策
の
矛
盾
を
露
呈
す

る
こ
と
な
る
。
そ
の
大
事
件
と
は
何
か
？

①
世
界
大
恐
慌

②
関
東
大
震
災

Q



関
東
大
震
災
の
中
で
の
惨
劇

〔
解
説
〕

一
九
二
三
年(

大
正
十
二
年)

、
関
東
大

震
災
の
混
乱
の
中
、
当
時
、
日
本
の
植
民

地
で
あ
っ
た
朝
鮮
出
身
の
人
々
が
、
自
警

団
な
ど
に
よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
。

犠
牲
者
の
数
は
、
当
局
の
発
表
で
は
二

三
一
名
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
二
六
一
三

名(

吉
野
作
造
調
査)

と
も
六
六
六
一
名(

独

立
新
聞
調
査)

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

自警団と朝鮮人被害者（『増補保存版かくされていた歴史』より）



YouTV制作「関東大震災」より



民
族
対
立
を
煽
っ
た
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

震
災
に
乗
じ
猛
火
の
中
で

殺
人
掠
奪
等
戦
慄
す
べ
き

行
動
を
取
っ
た
不
逞
鮮
人
の
群

埼
玉
県
児
玉
郡
本
庄
町
に
於
て
男
女
学

生
、
労
働
者
百
二
十
名
を
同
地
自
警
団
が

虐
殺
し
た
る
事
件
、
群
馬
県
藤
岡
警
察
署

部
内
に
於
て
避
難
中
の
土
工
十
六
名
を
藤

岡
町
自
警
団
が
虐
殺
し
た
る
事
件
、
又
埼

玉
県
熊
谷
町
に
て
労
働
者
五
十
八
名
を
又

千
葉
町
船
橋
町
に
於
て
同
地
方
自
警
団
が

鮮
人
工
夫
十
数
名
を
虐
殺
し
た
事
件
及
び

横
浜
に
於
る
土
工
労
働
者
多
数
の
虐
殺
事

件
等
は
既
に
：
：
詳
報
し
た
が
、
二
十
日

そ
の
筋
の
発
表
に
よ
っ
て
被
害
者
の
殆
ど

全
部
は
朝
鮮
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』(

一
九
二
三
年
一
〇
月
二
一
日) 



民
族
対
立
を
煽
っ
た
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

泥
棒
を
捕
へ
て
見
れ
ば
我
子
な
り―

―

大
震
災
当
時
、
不
逞
鮮
人
の
暴
動
や
掠
奪

の
風
説
が
馬
鹿
々
々
し
き
程
ま
で
大
袈
裟

に
伝
へ
ら
れ
、
所
謂
自
警
団
の
組
織
と
な

り
、
多
数
鮮
人
の
殺
傷
と
言
ふ
大
惨
劇
が

行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
今
日
に
至
っ
て
調

査
し
て
見
る
と
、
震
災
の
ド
サ
ク
サ
に
乗

じ
て
、
強
盗
掠
奪
な
ど
の
罪
を
犯
し
た
も

の
は
不
逞
の
日
本
人
で
あ
っ
て
朝
鮮
人
で

な
か
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
何
と

言
ふ
皮
肉
で
あ
ろ
う
。

『
大
阪
朝
日
新
聞
』(

一
九
二
三
年
一
〇
月
二
七
日)

＊
不
逞
鮮
人
：
：
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
武

力
闘
争
を
行
っ
て
い
た
朝
鮮
の
独
立
運
動
家
に
対
す
る

蔑
称
。



「
試
み
に
、
朝
鮮
及
び
日
本
に
於
て
発
行

せ
ら
れ
て
い
る
日
刊
新
聞
の
、
朝
鮮
に
関

す
る
記
事
を
ご
ら
ん
な
さ
い
。
そ
こ
に
は

ど
ん
な
こ
と
が
報
道
せ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

私
は
寡
聞
に
し
て
、
未
だ
朝
鮮
国
土
の
秀

麗
、
芸
術
の
善
美
、
民
情
の
優
雅
を
紹
介

報
道
し
た
記
事
を
見
た
こ
と
は
殆
ど
な
い

と
云
っ
て
い
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」

『
婦
人
公
論
』(

一
九
二
三
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号)

＊
中
西
伊
之
助‥
‥

一
八
八
七
年
、
京
都
の
農
家
に
生
ま
れ

る
。
工
場
な
ど
で
働
き
な
が
ら
苦
学
し
、
新
聞
記
者
・
作

家
・
社
会
運
動
家
と
し
て
活
躍
。
朝
鮮
で
新
聞
記
者
を
し

て
い
た
時
、
藤
田
組
に
よ
る
鉱
山
労
働
者
の
虐
待
を
記
事

に
書
い
て
投
獄
。
戦
時
中
は
反
戦
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
立
場

を
貫
き
、
戦
後
は
衆
議
院
議
員
を
二
期
務
め
た
。

中西伊之助（1887～1958）



「
爆
弾
、
短
銃
、
襲
撃
、
殺
傷
、─

─
あ

ら
ゆ
る
戦
慄
す
べ
き
文
字
を
羅
列
し
て
、

所
謂
不
逞
鮮
人
＊─

─

の
不
法
行
動
を
報

道
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
新
聞
記
者
の
事

あ
れ
か
し
の
誇
張
的
な
筆
法
を
も
っ
て
」

『
婦
人
公
論
』(

一
九
二
三
年
一
一
・
一
二
月
合
併
号) 

＊
急
進
的
な
独
立
運
動
を
行
っ
て
い
た
朝
鮮
の
活
動
家
を
、

日
本
の
官
憲
や
マ
ス
コ
ミ
は
「
不
逞
鮮
人
」
と
呼
ん
で
い

た
。

中西伊之助（1887～1958）



人
々
が
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
暴
徒
化
す
る

中
、
朝
鮮
の
人
々
を
守
ろ
う
と
し
た
人
は

い
な
か
っ
た
の
か
？

①
い
た

②
い
な
か
っ
た

自警団と朝鮮人被害者（『増補保存版かくされていた歴史』より）

Q



ア
ジ
ア
の
人
々
を
暴
徒
か
ら
守
っ
た
警
官

〔
解
説
〕

関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
朝
鮮
の

人
々
が
殺
人
掠
奪
を
行
っ
て
い
る
と
の
デ

マ
が
流
さ
れ
た
。

こ
の
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
た
自
警
団
や
青

年
団
な
ど
が
暴
徒
化
す
る
中
、
朝
鮮
や
中

国
の
避
難
民
約
三
百
名
を
守
っ
た
警
官
が

い
た
。
当
時
、
神
奈
川
警
察
署
鶴
見
分
署

長
で
あ
っ
た
大
川
常
吉
で
あ
る
。

大川常吉（1877～1940）



ア
ジ
ア
の
人
々
を
暴
徒
か
ら
守
っ
た
警
官

「
罪
な
き
者
を
苛
な
む
は
蛮
行
で
あ
る
。

わ
が
大
和
民
族
の
特
性
は
敵
人
と
雖
も
之

を
憫
れ
む
所
に
存
す
る
。
況
ん
や
朝
鮮
人

は
日
本
の
国
民
で
あ
る‥

‥

鮮
人
に
手
を
下
す
な
ら
下
し
て
み
よ
。

此
の
大
川
か
ら
先
に
片
付
け
た
上
に
し
ろ
。

わ
れ
わ
れ
署
員
の
腕
の
続
く
限
り
は
、
一

人
だ
っ
て
君
達
の
手
に
渡
さ
な
い
ぞ
」

中
島
司
『
震
災
美
談
』(

一
九
二
四
年)

大川常吉（1877～1940）



第二節 霧社事件



台
湾
の
先
住
民
族

明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
化
を
実
現
し
、

西
欧
列
強
に
よ
る
植
民
地
獲
得
競
争
に
加

わ
っ
た
日
本
は
、
一
八
九
五
年(

明
治
二
十

八
年)

、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
台
湾

を
版
図
に
収
め
、
植
民
地
支
配
を
始
め
た
。

台
湾
に
は
中
国
本
土
か
ら
移
民
し
た
漢

族
系
住
民
の
ほ
か
に
、
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
語
族
に
属
す
る
先
住
民
族
が
暮
ら
し
て

い
た
。



NHK「台湾先住民高砂族の20世紀」より



台
湾
の
先
住
民
族

現
在
、
台
湾
の
先
住
民
族
は
「
原
住

民
」
と
呼
ば
れ
、
右
図
の
よ
う
に
十
六
種

族
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。



日
本
の
警
察
の
圧
政
に
蜂
起
し
た
先
住
民

台
湾
の
植
民
地
支
配
が
安
定
期
を
迎
え

て
い
た
一
九
三
〇
年
、
台
湾
中
部
の
山
岳

地
帯
に
暮
ら
す
先
住
民
セ
デ
ッ
ク
族
が
、

日
本
の
警
察
の
圧
政
＊

に
耐
え
か
ね
て
蜂

起
し
た
。

先
住
民
た
ち
は
各
地
の
派
出
所
を
襲
撃

し
た
後
、
運
動
会
が
開
か
れ
て
い
た
霧
社

公
学
校
を
襲
い
、
日
本
人
一
三
四
人
を
殺

害
し
た
。

＊
日
本
統
治
時
代
、
台
湾
の
先
住
民
居
住
区(

蕃
地)

で
は
、

警
察
が
治
安
の
ほ
か
、
行
政
、
開
発
、
教
育
、
司
法
な

ど
を
併
せ
た
強
大
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
。



軍
と
警
察
に
よ
る
鎮
圧

こ
れ
に
対
し
、
台
湾
総
督
府
は
軍
隊
、

警
察
を
派
遣
し
て
徹
底
し
た
鎮
圧
を
行
な

い
、
さ
ら
に
部
族
間
の
対
立
を
利
用
し
て
、

投
降
し
た
先
住
民
を
襲
撃
さ
せ
た
。

こ
の
一
連
の
事
件
を
霧
社
事
件
と
呼
ぶ
。



NHK「台湾先住民高砂族の20世紀」より
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大正時代
1912～1926

昭和時代
1926～1989

霧社事件（1930年）

日清戦争(1894-95年)



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

先
住
民
た
ち
は
な
ぜ
蜂
起
し
た
の
か
。

霧
社
事
件
に
参
加
し
た
セ
デ
ッ
ク
族
ホ
ー

ゴ
社
出
身
の
ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ(

日
本

名
・
田
中
愛
二
、
中
国
名
・
高
愛
徳
、
一

九
一
六
～
？)

氏
は
、
先
住
民
側
か
ら
の

貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。

〔
写
真
〕
ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言

霧
社
事
件―
台
湾
山

地
人
の
抗
日
蜂
起
』(

草
風
館
、
一
九
八
五
年)



台湾映画「セデック・バレ」(2011年)



台
湾
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
」

二
〇
一
一
年
に
公
開
さ
れ
た
台
湾
映
画

(

魏
徳
聖
監
督)

。

霧
社
事
件
の
指
導
者
で
あ
る
モ
ー
ナ
・

ル
ー
ダ
オ
を
主
人
公
に
、
一
八
九
七
年
に

起
っ
た
深
堀
大
尉
探
検
隊
殺
害
事
件
か
ら

一
九
三
〇
年
の
霧
社
事
件
ま
で
を
先
住
民

の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。

第
一
部
「
太
陽
旗
」
と
第
二
部
「
虹
の

橋
」
の
計
四
時
間
半
に
お
よ
ぶ
超
大
作
。



台湾映画「セデック・バレ」(2011年)より





蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
日
本
人
が
来
て
支
配
す
る
前
に
は
、

我
々
は
自
由
に
、
そ
し
て
愉
快
に
、
思
い

の
ま
ま
に
狩
り
を
楽
し
み
、
農
耕
に
は
げ

ん
で
き
た
の
だ
が
、
駐
在
所
が
置
か
れ
て

巡
査
が
来
て
か
ら
は
、
ひ
ど
い
目
に
あ
わ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
四
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
我
々
に
は
た
っ
た
一
片
の
人
間
ら
し
い

誇
り
す
ら
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

バ
カ
ヤ
ロ
ー
！
と
ど
な
ら
れ
た
と
た
ん
に
、

我
々
は
も
う
拳
骨
を
食
ら
っ
て
い
る
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
四
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
頃
は
、
山

地
も
平
静
に
な
っ
て
い
て
、
も
う
抗
日
事

件
な
ど
起
こ
ら
な
い
と
み
ん
な
は
思
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
山
地
の
日
本
人
巡
査

の
奴
隷
政
策
は
相
変
わ
ら
ず
続
け
ら
れ
て

い
た
。
貧
し
い
我
々
を
一
番
苦
し
め
た
の

は
、
労
働
問
題
で
あ
っ
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
八
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
日
本
人
の
巡
査
は
我
々
を
野
蛮
人
か
ら

文
明
人
に
導
く
と
い
い
な
が
ら
、
か
え
っ

て
「
生
蕃
」
と
か
「
蕃
人
」
と
か
「
蕃
コ

ロ
」
と
か
い
っ
て
蔑
ん
で
、
貧
し
い
我
々

の
利
益
を
無
視
し
、
度
重
な
る
幾
多
の
労

役
で
我
々
を
苦
し
め
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
九
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
あ
の
険
し
い
山
道
を
重
い
丸
太
を
担
い

で
運
べ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
歩
足
を
す

べ
ら
し
た
ら
、
断
崖
絶
壁
へ
ま
っ
さ
か
さ

ま
だ
。
我
々
は
昔
か
ら
坂
道
を
下
る
時
に

は
、
材
木
を
引
き
摺
っ
て
運
ぶ
。
そ
れ
を

日
本
人
の
巡
査
は
檜
材
に
傷
が
つ
い
て
、

鉋
が
か
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
、
担
送
を

命
じ
た
の
だ
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
九
頁) 



台湾映画「セデック・バレ」(2011年)より



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
我
々
に
と
っ
て
最
も
耐
え
が
た
い
こ
と

は
、
日
本
人
巡
査
が
権
力
を
た
て
に
、

我
々
部
落
の
女
を
性
の
は
け
口
に
利
用
し

た
こ
と
だ
っ
た
。
強
姦
と
私
生
児
の
誕
生

と
い
う
問
題
は
、
か
つ
て
我
々
の
社
会
に

は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
五
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
一
〇
月
七
日
、
マ
ヘ
ボ
社
で…

結
婚
前

祝
の
宴
会
が
開
か
れ
た
日
の
こ
と
で
あ
る
。

娯
楽
の
少
な
い
我
々
の
社
会
で
は
、
結
婚

式
の
酒
宴
は
非
常
に
楽
し
い
も
の
で
、
数

日
に
わ
た
っ
て
飲
み
、
豚
を
つ
ぶ
し
て
食

ら
い
、
日
に
夜
を
徹
し
て
踊
り
狂
う
の
で

あ
っ
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
七
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
た
だ
、
そ
の
日
は
、
酔
っ
た
タ
ダ
オ

モ
ー
ナ(
頭
目
モ
ー
ナ
・
ル
ー
ダ
の
長
男)

と

日
本
人
巡
査
吉
村
克
己
と
の
間
に
殴
打
事

件
が
起
き
た
。
吉
村
は
タ
ダ
オ
モ
ー
ナ
が

血
染
め
の
手
で
さ
し
だ
し
た
黄
色
く
濁
っ

た
ド
ブ
酒
と
手
掴
み
の
豚
肉
の
饗
応
を
、

ス
テ
ッ
キ
で
た
た
き
落
と
し
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
七
～
八
頁) 



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
タ
ダ
オ
モ
ー
ナ
の
好
意
と
尊
厳
は
、
恥

辱
に
変
じ
、
激
情
し
た
彼
は
吉
村
の
背
を

打
ち
返
し
た
。

酒
宴
は
た
ち
ま
ち
恐
怖
に
包
ま
れ
た
。

日
本
人
に
手
向
か
っ
た
後
に
は
、
ど
ん
な

ひ
ど
い
仕
打
ち
が
く
だ
さ
れ
る
か‥

‥

。

日
本
人
殺
し
の
気
運
は
、
刻
一
刻
と
醸
し

出
さ
れ
て
い
っ
た
。
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
二
八
頁) 



台湾映画「セデック・バレ」(2011年)より



蜂
起
し
た
先
住
民
側
の
証
言

「
一
〇
月
二
七
日
、
霧
社
小
学
校
、
公
学

校
及
び
蕃
童
教
育
所
合
同
運
動
会
の
日
。

こ
の
日
以
外
に
は
、
霧
社
の
日
本
人
を
殲

滅
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
も
う
や
っ
て
こ
な
い
。

蜂
起
の
結
果
が
敗
北
と
死
の
一
途
し
か

な
い
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
民
族
の
自
由
と

尊
厳
の
た
め
に
、
雄
々
し
く
立
ち
上
が
っ

た
」

ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』

(

草
風
館
、
一
九
八
五
年
、
三
一
頁) 



台湾映画「セデック・バレ」(2011年)より



警
察
と
軍
に
よ
る
鎮
圧

蜂
起
に
よ
っ
て
、
運
動
会
に
集
ま
っ
た

日
本
人
一
三
四
名
が
殺
害
さ
れ
た
。

蜂
起
に
参
加
し
た
六
つ
の
社
の
総
人
口

は
一
二
三
六
人
、
こ
の
う
ち
戦
闘
員
は
三

百
人
ほ
ど
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本

は
警
察
官
一
三
〇
六
人
と
軍
隊
一
三
〇
三

人
の
計
二
六
〇
九
人
を
動
員
し
、
さ
ら
に

敵
対
関
係
に
あ
る
部
族
を
加
え
て
鎮
圧
に

当
た
っ
た
。



蜂
起
に
加
わ
っ
た
台
湾
先
住
民
の
六
つ

の
社
で
は
ど
の
く
ら
い
の
人
が
死
亡
し
た

か
？

①
総
人
口
の
約
半
数
に
当
た
る
六
百
人
以

上
②
戦
闘
員
の
約
半
数
に
当
た
る
百
五
十
人

以
上

Q



警
察
と
軍
に
よ
る
鎮
圧

二
ヶ
月
近
い
戦
闘
で
、
蜂
起
し
た
六
つ

の
社
は
、
総
人
口
の
半
数
以
上
に
当
た
る

六
四
四
人(

男
三
三
二
人
、
女
三
一
二
人)

が
死
亡
、
う
ち
二
九
六
人(

男
一
二
七
人
、

女
一
六
九
人)

が
自
殺
で
あ
っ
た
。
＊

＊
台
湾
総
督
府
警
務
局
編
『
霧
社
事
件
誌
』
兇
蕃
戦
病
没

者
調
（
戴
国
煇
編
著
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
・
研
究
と

資
料

』
社
会
思
想
社
、
一
九
八
一
年
所
収
）



鎮
圧
に
当
た
っ
た
日
本
の
軍
隊
と
警
察

か
ら
は
ど
の
く
ら
い
の
死
者
が
出
た
の

か
？

①
軍
隊
と
警
察
あ
わ
せ
て
二
十
八
名

②
軍
隊
と
警
察
あ
わ
せ
て
二
百
八
十
名

Q



警
察
と
軍
に
よ
る
鎮
圧

一
方
、
飛
行
機
や
大
砲
な
ど
近
代
兵
器

を
使
っ
た
日
本
側
は
、
軍
隊
の
戦
死
者
数

二
十
二
名
、
警
察
官
の
戦
死
者
数
六
名
だ

け
で
あ
っ
た
。

軍
隊
・
警
察
隊
戦
死
者
数
＊

・
軍
隊

戦
死
者
二
十
二
名(

将
校
一
、
下
士
七
、
卒
一
四)

・
警
察
隊

戦
死
者
六
名(

警
部
一
、
巡
査
五)

＊
台
湾
総
督
府
警
務
局
編
『
霧
社
事
件
誌
』
戦
死
傷
者
一

覧
（
戴
国
煇
編
著
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
・
研
究
と
資

料

』
社
会
思
想
社
、
一
九
八
一
年
所
収
）
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第
二
次
霧
社
事
件

蜂
起
し
た
六
社
の
生
き
残
り
は

二
つ

の
部
落
に
収
容
さ
れ
た
。
人
口
は
蜂
起
前

の
一
二
三
六
人
か
ら
五
六
四
人
に
減
っ
て

い
た
。

そ
の
収
容
所
を
敵
対
す
る
部
族(
タ
ウ

ツ
ア)

が
襲
い
一
九
五
人
を
殺
害
し
た
。

こ
れ
を
第
二
次
霧
社
事
件
と
呼
ぶ
。
＊

二
度
の
事
件
を
経
て
生
き
残
っ
た
二
九

八
人
は
、
翌
一
九
三
一
年
五
月
六
日
、
別

の
土
地
へ
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。

＊
当
時
、
タ
ウ
ツ
ァ
駐
在
所
の
巡
査
部
長
だ
っ

た
小
島
源
治
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
襲
撃
は

警
察
上
層
部
の
指
示
を
受
け
て
行
わ
せ
た
も
の

と
い
う
。(

江
川
博
道
『
昭
和
の
大
惨
劇

霧
社

の
血
桜
』
私
家
版
、
一
九
七
〇)



285
145 96

269

63
39

231

120

25

192

137

54

28

21

21

231

75

63

事件前

計1236人

第一次霧社事件後

計561人

第二次霧社事件後

計298人

マヘボ社

タロワン社

ボアルン社

スーク社

ホーゴー社

ロードフ社

蜂起した台湾先住民六社の人口の推移
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高砂義勇隊(1942-)



太
平
洋
戦
争
と
「
高
砂
義
勇
隊
」

事
件
か
ら
十
一
年
後
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
、
日
本
は
先
住
民
の
若
者
た
ち

を
日
本
軍
の
軍
属
「
高
砂
義
勇
隊
」
と
し

て
南
方
戦
線
へ
送
っ
た
。

隊
員
の
募
集
は
一
九
四
二
年
三
月
か
ら

計
七
回
行
わ
れ
、
四
二
〇
〇
人
が
出
征
し

た
。霧

社
事
件
の
生
存
者
か
ら
も
二
〇
名
が

出
征
し
、
そ
の
内
生
還
で
き
た
者
は
八
名

だ
け
だ
っ
た
。



第三節 語り継がれる歴史



霧
社
事
件
の
首
謀
者
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ

モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ(

一
八
八
二
年
？
～

一
九
三
〇
年)

は
、
セ
デ
ッ
ク
族
マ
ヘ
ボ

社
の
頭
目
。
一
九
一
一
年(

明
治
四
四
年)

に
は
第
一
回
蕃
人
日
本
内
地
観
光
に
参
加

し
、
近
代
化
し
た
日
本
の
姿
を
見
て
い
る
。

霧
社
事
件
の
後
、
行
方
不
明
に
な
っ
て

い
た
が
、
三
三
年
に
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。



台
湾
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
風
中
緋
櫻
」

台
湾
の
公
共
テ
レ
ビ
が
、
二
〇
〇
四
年

に
制
作
し
た
ド
ラ
マ
。

霧
社
事
件
の
生
存
者
オ
ビ
ン
・
タ
ダ
オ

(

日
本
名
・
初
子)

を
中
心
に
、
「
模
範
蕃

童
」
と
し
て
教
育
さ
れ
、
事
件
の
中
で
日

本
と
自
民
族
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
て
自
殺

し
た
花
岡
一
郎
、
二
郎
、
花
子
の
短
い
生

涯
と
、
生
き
残
っ
た
人
々
の
そ
の
後
を
描

い
て
い
る
。



台湾公共テレビ「風中緋櫻」より



花岡二郎 花岡一郎





生
き
残
っ
た
「
模
範
蕃
童
」
の
証
言

オ
ビ
ン
・
タ
ダ
オ(

日
本
名
・
初
子)

は
、

花
岡
一
郎
や
二
郎
と
同
じ
く
先
住
民
児
童

の
中
か
ら
選
ば
れ
て
エ
リ
ー
ト
教
育
を
受

け
た
「
模
範
蕃
童
」
で
あ
っ
た
。

事
件
を
生
き
延
び
た
彼
女
は
、
日
本
と

自
民
族
の
板
挟
み
に
な
っ
た
「
模
範
蕃

童
」
の
視
点
か
ら
多
く
の
証
言
を
残
し
て

い
る
。



生
き
残
っ
た
「
模
範
蕃
童
」
の
証
言

「(
一
郎
と
二
郎
の)

二
人
は
日
本
人
と
同
胞

の
板
挟
み
に
な
っ
て
、
悩
ん
で
い
た
。

日
本
の
警
察
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
同

胞
の
怒
り
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
教
育
を
受
け
た
わ
れ
わ
れ
が
日
本
人

に
手
向
か
っ
た
ら
、
今
後
、
同
胞
は
教
育

を
受
け
る
機
会
を
失
う
に
ち
が
い
な
い
。

『
わ
た
し
た
ち
に
は
死
ぬ
よ
り
ほ
か
に
道

は
な
い
』
」中

村
ふ
じ
ゑ
『
オ
ビ
ン
の
伝
言
』

(

梨
の
木
舎
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
〇
頁)

オビン・タダオ(日本名初子 1914～96)



戦死した弟ポホク・タダオ(右)

「
高
砂
義
勇
隊
」
と
し
て
戦
死
し
た
弟

事
件
か
ら
十
一
年
後
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
、
日
本
は
先
住
民
の
若
者
た
ち

を
日
本
軍
の
軍
属
「
高
砂
義
勇
隊
」
と
し

て
南
方
戦
線
へ
送
っ
た
。

オ
ビ
ン
の
弟
で
あ
る
ポ
ホ
ク
・
タ
ダ
オ

(

日
本
名
・
川
村
大
夫
・
写
真
前
列
右)

も

こ
れ
に
志
願
し
、
戦
死
し
た
。



現
代
の
教
科
書
の
中
の
霧
社
事
件

（
台
湾
で
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
）
住
民

の
あ
い
だ
か
ら
台
湾
議
会
の
設
立
や
地
方

自
治
の
確
立
を
要
求
す
る
民
族
運
動
が
展

開
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
に
は
先
住
民
が
警
察
の
横
暴
に
反
発
し

て
蜂
起
す
る
霧
社
事
件
も
お
こ
っ
た
。

＊
『
現
代
の
日
本
史
Ａ
』(

山
川
出
版
、
コ
ラ
ム
「
日
本
の

植
民
地
統
治
：
台
湾
と
朝
鮮
」
よ
り
。
な
お
、
二
〇
一

三
年
度
の
歴
史
教
科
書
全
二
十
六
点
中
、
霧
社
事
件
の

記
述
が
あ
る
の
は
、
中
学
校
用
教
科
書
二
点
と
高
校
用

教
科
書
二
点
の
四
点
の
み
と
な
っ
て
い
る
。



参
考
資
料

①
戴
国
煇
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件

研
究

と
資
料
』(

社
会
思
想
社

一
九
八
一
年)

②
ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
～

台
湾
山
地
人
の
抗
日
蜂
起
』(

草
風
館
、

一
九
八
五
年)

③
林
え
い
だ
い
『
証
言

台
湾
高
砂
義
勇

隊
』(

草
風
館
、
一
九
九
八
年)

④
中
村
ふ
じ
ゑ
『
オ
ビ
ン
の
伝
言
』(

梨

の
木
舎
、
二
〇
〇
〇
年)

⑤
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
風
中
緋
櫻
」(

台
湾

公
共
電
視
台
、
二
〇
〇
四
年
、
日
本
未

公
開)

⑥
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
」(

原
題

賽

德
克·

巴
萊S
eed

iq
B

ale

、
二
〇
一
一

年
公
開)


